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＜材料＞
中細毛糸　16g　　※並太毛糸でも作れます。
リボン（7mm幅）　35cm

＜作り方＞

※オーバルニットルームの使い方は、商品付属の説明書をご覧ください。

①中細毛糸は2本取りで使います（並太毛糸の場合は1本取り）。
　糸端を1m残して作り始めます。
　かのこ編みの模様は編み図を参考にしてください。

デザイン／パフェプロジェクト東京　平野孝子

＜使用道具＞
57-967　オーバルニットルーム
　https://clover.co.jp/products/57967

36-666　カットワークはさみ115

②最後の段を編んだらそのまま糸をオーバルニットルームのピンの周りに3周巻いてから切り、
　とじ針に通して、ピンにかかっている糸の上から通していきます。この作業を全てのピンにして1周し、
　さらにもう1周同じようにします。2周目の時に糸を割らないように注意してください。

③編地をピンから外し、糸を引き締めます（ここがペットボトルカバーの底になります）。
　糸を始末してカットします。
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ピンにかかっている糸の
上から針を入れ、糸を通す

2周目も同様に糸を
通していく

糸を引き締めて作った底部分→

https://clover.co.jp/products/57967
https://clover.co.jp/products/57967


④編み始めは、最初に残しておいた糸を使って作り目に伏せ目をし、糸始末します。

⑤伏せ目の下にリボンを通して結び、完成です。

＜伏せ目のやり方＞

最初に残しておいた糸端を指に
かけ、作り目（編み始めの最初の段）
にフックを入れて、糸を引き出す。

糸を引き出したところ。 次の目にも同様にフックを入れ、
糸を引き出す。

フックの右にかかっている糸を
左側の糸にかぶせる。

伏せ目が1目できました。
これを繰り返して一周します。
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伏せ目の下にはこのような隙間
ができるので、ここにリボンを通す。

リボンはこのように2目ずつくらいの
間隔で通す。

→
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